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 終章では、以上の分析の比較をしてから、本論文は、駐日大使：政治任命の持続、情報の共有などを通じたアクタ
ー間の連携、職業外交官公使との関係の緊密化の重要性や、駐米大使：米政府中枢へのアクセスの維持、米国にとっ
ての日本の重要性を政府・議会・世論に効果的に提示できるように、幾つかの政策提言を行った。各大使のスタッフ
管理能力についての紹介も必要だという指摘があったが、審査委員会は一致して提出された論文は博士（国際公共政
策）の学位を授与するに値すると認定した。 
